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外来種マツヘリカメムシ Leptoglossus occidentalisの
鳥取県からの初記録と分布の拡大状況に関する考察

鶴　智之 1・大生唯統 2・田村昭夫 3

First record of alien leaf-footed bug, Leptoglossus occidentalis (Insecta, 
Hemiptera, Coreidae) from Tottori Prefecture, western Japan, with remarks 

on its range expansion in Japan

Tomoyuki K. TSURU1, Yuito OBAE2 and Akio TAMURA3

要旨：外来種であるマツヘリカメムシ Leptoglossus occidentalis Heidemann, 1910（カメムシ目：ヘリカメムシ科）
を 2019年 10～ 12月に鳥取県から初めて採集したのでここに記録する。本種は 2008年に東京都から初めて見つ
かって以降，日本各地に分布を拡大している。これまでに関東，東北，中部，近畿，九州地方から記録があるが，
鳥取県を含む中国地方からの記録はなかった。また，本種の分布の拡大状況について検討するために，記録地周
辺においても生息状況を調査した。その結果，本種が見つかったのは県東部の鳥取市と岩美町だけで，県中・西
部や周辺の県では発見できなかった。このことから，本種の鳥取県への侵入は未だ初期段階である可能性が高い
と推察される。
キーワード：外来種，マツヘリカメムシ，初記録，鳥取県，分布拡大状況

Abstract: The alien leaf-footed bug, Leptoglossus occidentalis Heidemann, 1910 (Hemiptera, Coreidae), is newly recorded 

from Tottori Prefecture, western Japan. In Japan, this alien species was recorded from Tokyo, the Kantô District, in Honshu 

in 2008 for the first time (Ishikawa & Kikuhara, 2009). Distributional range of the species has spread rapidly from the 

Kantô District to the Tôhoku, Chûbu, Kinki, and Kyushu Districts, but there had been no record from the Chûgoku District 

including Tottori Prefecture so far. Additional surveys made in the areas adjacent to the site where the species were found in 

this study, revealed that the distributional range of the species was still limited to the northeastern part of Tottori Prefecture 

(Tottori City and Iwami Town). The result indicated that its invasion to Tottori Prefecture is still in the very early stage. 
Key Words: alien leaf-footed bug, Leptoglossus occidentalis, first record, Tottori Prefecture, patterns of range expansion

はじめに
マツヘリカメムシLeptoglossus occidentalis Heidemann, 

1910（カメムシ目，ヘリカメムシ科）は，北アメリカ
大陸一帯を原産地とする外来のカメムシである（石
川・菊原 2009; 図 1）。体長は 18~20㎜，体は赤みが
かった淡黄褐色 ~黒褐色，後脚脛節に葉状の隆起を
もつなどの特徴から，日本国内の他種と容易に区別で
きる（石川・菊原 2009）。本種は多くのマツ科植物を
寄主としていて，その種子や新芽を吸汁加害すること

が知られている（石川・菊原 2009）。日本国内ではク
ロマツ Pinus thunbergii Parl.やアカマツ Pinus densiflora 
Siebold et Zucc.が寄主植物として報告されている（前
原 2011）。冬季は枯れたマツ類の樹皮下に潜り込み成
虫で越冬するが（新井 2017），時に家屋内にも侵入す
るため，他のカメムシ類と同様に不快害虫となってい
る（宮ノ下・曲山 2014; 中山 2014）。
日本では，2008年 3月に東京都において初めてマ

ツヘリカメムシが見つかった（石川・菊原 2009）。一
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方で原・立川（2011）によると，2003年 11月にカナ
ダから日本国内（おそらく関東近県）に輸入されたベ
イマツ Pseudotsuga menziesii (Mirbel)のコンテナ内で多
数の個体が確認されたとの報告があることから，本種
がかなり以前から国内に侵入していた可能性もある。
本種の分布状況について、これまでの記録を各都府県
の初記録に基づいてまとめたところ， 20の都府県で記
録されていることが分かった。このほか，インターネッ
ト上のみではあるが，愛知県と岐阜県でも記録があり
（webサイト情報 1~2参照），これらを合わせると合計
22都府県で記録されている（表 1と図 2）。またこれ
を地方ごとにみると，東北地方では 6県中 5県で，関
東地方では全 1都 6県で，中部地方では 9県中 6県で，
近畿地方は 2府 5県中 1府 1県で，九州地方では 7県
中 2県で記録されている。関東・東北地方では最北の
青森県を除いてほぼ全域に分布が広がっており，これ
に次いで中部地方で分布の拡大がかなり進行してお
り，近畿・九州地方でも分布拡大の兆しがあるようで
ある。いっぽう，北海道・中国・四国・沖縄地方では
これまで本種の記録はなかった。

鳥取県初記録の報告
筆者らは 2019年 10月 ~12月にかけて，鳥取県から

初めてマツヘリカメムシを採集したのでここに報告す
る。表 2に採集・確認した地点を列記するとともに，
図 3に各地点を赤丸で図示した。採集・確認された個
体はすべて成虫であった。なお，本報告に先立って，
インターネット上では 2019年 9月 29日に本種を鳥取
砂丘（おそらく浜坂砂丘）で確認・撮影したとの記述
がある（webサイト情報 3参照）。
鳥取市浜坂砂丘では，筆者の一人である大生らがク

ロマツの枝先を飛翔する本種の成虫を採集した。種子
や新芽の加害は確認していないが，当地においてクロ
マツを寄主植物としている可能性が高い。他の地点は
すべて建物周辺や建物内で採集しており，越冬のため
にこれらの建物およびその周辺に飛来したと考えられ
る。鳥取県立博物館では，すぐ南側にクロマツが多数
植栽された久松公園があり，ここから成虫が飛来した
可能性が高い。公立鳥取環境大学では，筆者の一人で
ある大生を中心に，2018年春から大学周辺のアカマ
ツにつく半翅目昆虫を対象としたビーティング・ス
ウィーピング調査を月 1回以上実施しているが，今回
の報告まで本種は一度も採集されていなかった。

図１．鳥取県立博物館（鳥取県鳥取市東町）周辺で採集されたマツヘリカメムシ Leptoglossus occidentalis  
　　　（2019 年 10 月 31 日：鶴 智之 撮影）
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表１．各都府県のマツヘリカメムシの初記録報告（2020 年 1 月 15 日時点）
　　　注 1：本報告では Web 上の記録が誌面上の記録より早い場合でも，誌面上での記録を優先した。
　　　注 2：石川県は輪島市輪島港より約 50km 北にある舳倉島の記録が最も早いためその記録を優先した。本土側では，

　　　石川県白山市八幡町戌 石川ふれあい昆虫館（26.X.2019）での記録がある（渡部 2020）。

図２．マツヘリカメムシの日本国内における分布拡大状況
　　　注 3：佐渡島と淡路島はそれぞれ本土側からの記録はあるが，島自体からの記録はないので空白で示した。
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分布拡大状況に関する考察
マツヘリカメムシが鳥取県やその周辺にどの程度分

布を拡大しているか検討するために，筆者ら 3名を中
心に，鳥取県立博物館職員の協力も得ながら，おもに
県中・東部およびその周辺の兵庫県と岡山県で生息状
況を調査した。確認調査は 10月末に本種が初確認さ
れて以降に実施したため，本種がすでに越冬に入って
いることを考慮して，建物周辺やその内部を任意で視
認する方法を取った。表 3に調査を実施したが本種を
確認できなかった地点を列記するとともに，図 3に青
丸で図示した。
調査の結果，東限と北限は岩美町浦富（表 2・図 3

の地点 6），南限は鳥取市若葉台（表 2・図 3の地点 3），
西限は鳥取市桂見（表 2・図 3の地点 5）で，鳥取県の中・
東部やその周辺では確認されなかった。確認地点間の
距離が最も広かったのは東・北限の地点 6と西限の地
点 5の間で約 17.6 kmであった。本種は飛翔力が強く
移動拡散能力が高いとされており（山田 2015），比較
的最近に鳥取県内に侵入し，分布の拡大状況は未だ初
期段階である可能性が高いと推察される。今後も本種
の分布拡大状況について注視していく必要がある。
また，県外で最も近い既記録地は兵庫県神戸市であ

り（伊藤 2015；図 3），本報告で最も近い記録地の鳥
取市若葉台（地点 3）とは直線距離で約 120 km離れ
ている。今回の調査では，この間で本種を確認できず

分布が不連続となったことから，本種の侵入は自然分
散ではなく，何らかの人為的要因で直接鳥取県内に侵
入した可能性があると推察される。ただし，本研究で
の県外の調査地点数は兵庫県と岡山県で 3地点（地点
31~36）ずつと少なく，調査時の天候や調査時期など
条件がさまざまであるため，両地点間に本種が分布し
ないかどうかの検討は十分行えていない。本種の侵入
経路の考察については今後の検討課題としたい。
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表２．鳥取県初記録のマツヘリカメムシの採集・確認地点
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